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解説

 　去る6月13日、藤田学園が提案した「生成AIを用いた退院時指
導書普及モデル調査研究事業」が、令和7年度 厚生労働省 老人
保健健康増進等事業に採択されました。
　高齢者の円滑な在宅生活復帰支援、効果的な地域包括ケアの推
進及び医療関係職の働き方改革を目的として生成AIを用いて退院
時指導書普及モデルの調査研究を行うものです。
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厚生労働省老人保健健康増進等事業に採択されました。

高齢者の退院後の生活支援を目的

　患者が入院を終えて転院する場合、病院は、転
院先の病院に対し、患者の入院中の様子、看護師
が気が付いた療養上の注意点を情報提供します。
　ところが、患者が退院して、自宅に戻る場合
は、退院する患者本人、同居する家族に対する情
報提供は限られているのが現状です。
　例えば、病棟に1週間入院した場合、看護師の
「気付き」は看護記録に記録されていますが、定
期的な服薬の遵守、不規則な間食、歩行時のふら
つきなどの大切な課題を漏れなく抜き出し伝える
のは、容易ではありません。一方、患者・家族に
とっては、平易な言葉で書面で提供されれば、自
宅療養上の課題がはっきり理解できます。
　藤田学園が厚生労働省に提案したのは、自動生
成AIを活用して、看護記録から電子的に重要情報
を抽出し、看護師が確認した上でわかりやすく書
面で渡すモデル事業です。

ポイント

看護師の働き方改革を通じた
患者・家族の自宅生活の支援

　老人保健健康増進等事業は、厚生労働省の補助金の名称で、高齢者の介護、介護予防、生活支援、健
康増進等に関わる先駆的、試行的な事業に対して補助を行い、老人保健福祉サービスの一層の充実等に
資することを目的としています。2025年度（令和7年度）には120のテーマが公募されています。
　6月13日に内示があり、藤田学園では、本事業と別に、「地域包括ケアシステムの深化・推進に向けた
市町村の地域デザイン力を高める組織構築に関する調査研究」も採択されました。

老人保健健康増進等事業とは？
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センター長通信

　本事業により、看護師は、看護記録の内
容の確認に追われることなく、より多くの
時間を退院患者・家族への説明に取れるよ
うになればと考えました。
　藤田医科大学では、既に、患者退院後に
他の医療機関で適切なケアができるよう、
治療経過や看護記録をまとめた退院時サマ
リーの作成に、ほぼすべての診療科で自動
生成AIの活用を始めています。
　今回の提案は、患者・家族が⾃宅の生活
を安心して再開できるよう、わかりやすく
書面で説明する機能を追加するものです。
　自宅に戻った高齢者が、家族の支援を受
け、自分の健康を自分で守れるようになれ
ば、自立した暮らしが容易になり、地域共
⽣社会の推進に資すると考えています。
　進展に応じ、また報告していきます。
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